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令和 5年

おもちゃキャラバンボランティア
「うみは」さんです！

P22にご紹介しています▶︎

　美浜町社会福祉協議会主催の「おもちゃ図書館うみは」に協力
しています。
　（写真左下）おもちゃ図書館うみは開催の際には、「おもちゃ病
院」（トイクリニックみはま協力）が併設。
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どう使った？

令和４年度　一般会計　決算 賛成多数で認定

112億5919万9000円
予算額

町が自分でまか
な
え
た
お
金（
自
主
財
源
）41
％

国
や
県
から

もら
った
お金（

依存財
源）59％

地方消費税交付金 5.7%
地方譲与税ほか

2.7%

民生費
30.4%歳出（使いみち）

歳入（財源）

議会費ほか 1.2%
商工費 1.1%

消防・防災に
かかったお金

町の借金返済に
かかったお金

農業・水産業に
かかったお金

健康対策、環境保全、ごみ
処理等にかかったお金

学校教育、生涯学習、
スポーツ振興等に
かかったお金

高齢者・障害者福祉、
保育園、児童館、児童
手当等にかかったお金

庁舎管理、税務事務、各種証明書発行、
選挙、バス運行等にかかったお金

諸収入 2.5%
寄附金ほか 2.2%
繰入金 1.4%

歳入 98億7011万4998円

歳出 94億9071万3587円

一 般 会 計

土木費
18.3%

総務費
16.8%

衛生費
8.8%

消防費 5.6%

農林水産業費 4.0%

公債費 5.8%

教育費
8.0%

国庫支出金
17.2%

地方交付税
19.1%

町債
7.8%

県支出金
7.0%

繰越金 
3.8%

町税
30.5%

道路、公園、橋、町営
住宅等にかかったお金

コ
ロ
ナ
対
策
の
規
制
緩

和
に
伴
う
税
収
増
加

　
令
和
４
年
度
一
般
会
計
は
、
前

年
度
と
比
較
す
る
と
歳
入
歳
出
と

も
に
増
と
な
っ
た
。
ま
た
、
決
算

収
支
に
つ
い
て
も
、
黒
字
で
あ
っ

た
。

歳　
入

　
歳
入
の
３
割
を
占
め
る
町
税
が
、

業
績
回
復
に
よ
る
法
人
税
割
の
増

加
等
に
よ
り
、
1
億
７
千
４
百
万

円
近
く
増
加
し
た
。

　
地
方
交
付
税
は
、
再
算
定
が
実

施
さ
れ
、
基
準
財
政
需
要
額
が
増

額
と
な
り
、
増
と
な
っ
た
。

歳　
出

　
農
林
水
産
業
費
は
、
畜
産
ク
ラ

ス
タ
ー
事
業
補
助
金
の
た
め
、
土

木
費
は
、
運
動
公
園
整
備
事
業
関

連
の
た
め
、
ま
た
、
消
防
費
は
、

消
防
団
詰
所
新
築
工
事
の
た
め
、

増
加
し
た
。

9 月定例会において、令和４年度一
般会計を始め 7 会計の歳入歳出決算
について、各委員会で、付託・審査し、
最終日に委員長報告ののち討論・採
決し、7 会計ともに認定されました。

民 生 費 28億8274万3928円 公 債 費 5億4867万4091円 諸 支 出 費 3888万8157円
土 木 費 17億3475万4666円 消 防 費 5億2917万9422円 労 働 費 268万9300円
総 務 費 15億9383万5976円 農林水産業費 3億7736万2445円 災 害復旧費 0円
衛 生 費 8億3285万3665円 商 工 費 1億    36万3277円 予 備 費 0円
教 育 費 7億5529万8257円 議 会 費 9407万  403円

目的別歳出

94億9071万円

3億7940万1411円
収支差引額

　
今
後
、
学
校
再
編
も
含
め
、

更
新
時
期
を
迎
え
る
施
設
へ
の

対
応
も
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

財
源
と
合
わ
せ
、
持
続
可
能
で

効
率
的
な
施
設
整
備
並
び
に
財

政
計
画
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
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令
和
４
年
度
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

議
場
で
の
質
疑

Ｑ　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
令

和
４
年
度
末
の
交
付
枚
数
は
。

A　
令
和
５
年
３
月
31
日
現
在
、

１
万
５
５
４
０
枚
で
す
。

Ｑ　
美
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会
事

業
費
等
補
助
⾦
２
５
７
４
万
１

　
千
円
の
算
出
根
拠
と
使
い
道
は
。

A　
主
に
、
事
務
局
長
は
じ
め
４

名
分
の
人
件
費
で
す
。
そ
の
ほ

か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

運
営
事
業
や
、
母
子
福
祉
推
進

事
業
、
戦
没
者
追
悼
式
事
業
、

ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
子
ど
も

会
、
遺
族
会
、
身
体
障
が
い
者

福
祉
協
議
会
な
ど
団
体
へ
の
助

成
金
に
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ　
子
育
て
支
援
ア
プ
リ
情
報

配
信
サ
ー
ビ
ス
の
成
果
は
。

５
０
８
件
の
登
録
件
数
が
あ
る

が
登
録
し
て
ほ
し
い
⼈
の
何
割

ほ
ど
が
登
録
さ
れ
て
い
る
の
か
。

A　
平
成
30
年
4
月
に
サ
ー
ビ
ス

を
開
始
し
、
予
防
接
種
等
の
記

録
・
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
な
ど

母
子
手
帳
の
内
容
の
一
部
を
電

子
デ
ー
タ
と
し
て
保
管
で
き
る

も
の
。
母
子
手
帳
交
付
時
に
、

登
録
し
て
ほ
し
い
方
に
は
ほ
ぼ

登
録
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

Ｑ　
浄
化
槽
整
備
事
業
に
お
い
て
、

予
算
残
が
２
２
２
万
円
あ
る
が
、

申
請
件
数
が
少
な
か
っ
た
理
由

は
。
汚
水
処
理
人
口
普
及
率
60
．

76
％
と
あ
る
が
、
目
標
普
及
率

と
目
標
年
次
は
。

A　
ト
イ
レ
改
修
時
に
浄
化
槽
を

転
換
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す

が
、
令
和
４
年
度
は
シ
ャ
ワ
ー

ト
イ
レ
に
用
い
る
半
導
体
不
足

に
よ
り
、
ト
イ
レ
改
修
で
き
な

か
っ
た
影
響
が
あ
っ
た
と
思
わ

れ
ま
す
。

　
　
汚
水
処
理
人
口
普
及
率
は
、

令
和
14
年
度
ま
で
に
70
％
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
　
学
校
生
活
適
応
推
進
事
業
に

お
い
て
、
適
応
指
導
教
室
に
通

室
し
た
5
人
の
内
、
学
校
生
活

に
戻
れ
た
人
数
は
。

A　
小
学
校
2
名
、
中
学
校
３
名

の
適
応
指
導
教
室
「
ホ
ー
プ
み

は
ま
」
へ
の
通
室
児
童
生
徒
の

う
ち
、
学
校
へ
戻
れ
た
方
は
い

な
か
っ
た
が
、
曜
日
や
教
科
に

よ
っ
て
は
時
々
登
校
で
き
た
方

が
い
ま
し
た
。

Ｑ　
建
設
改
良
工
事
の
概
況
の
施

行
内
容
Ｄ
Ｃ
Ｉ
Ｐ
ダ
ク
タ
イ
ル

鋳
鉄
管
の
種
類
は
。
耐
震
管
の

震
度
の
許
容
範
囲
は
。
管
種
・

口
径
別
管
理
延
長
の
管
種　
Ｄ

Ｃ
Ｉ
Ｐ
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管
配

水
管
の
耐
震
管
と
耐
震
管
で
は

な
い
区
分
け
は
。

A　
Ｇ
Ｘ
型
と
よ
ば
れ
る
耐
震
管

を
敷
設
し
て
い
ま
す
。
耐
震
管

の
震
度
の
許
容
範
囲
に
つ
い
て

は
、
震
度
と
い
う
定
義
は
な
い

た
め
、
レ
ベ
ル
２
の
揺
れ
に
お

い
て
、
管
路
の
破
損
や
継
手
の

離
脱
等
の
被
害
が
軽
微
な
管
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
ま
た
、
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管

耐
震
管
と
そ
う
で
な
い
区
別

は
、
Ｇ
Ｘ
型
、
Ｎ
Ｓ
型
、
S
型

の
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管
を
耐

震
管
と
し
て
お
り
、
総
延
長

７
万
２
５
３
９
.
９
m
の
う
ち

８
７
４
１
．
５
m
で
す
。

委
員
会
審
査
で
の
質
疑

　
9
月
13
日
・
14
日
に
行
わ
れ
た

委
員
会
審
査
で
の
質
疑
で
す
。

Ｑ　

ス
ポ
ー
ツ
ま
ち
づ
く
り
支

援
業
務
委
託
料
に
つ
い
て
、
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
、
大
会
誘
致
支
援

事
業
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
成

果
が
あ
っ
た
か
。

A　
サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
専
属
の

西
シ
ェ
フ
に
よ
る
旅
館
業
向
け

の
セ
ミ
ナ
ー
や
、
筑
波
大
学
の

小
井
戸
監
督
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー

を
行
い
ま
し
た
。
県
の
説
明
会

で
運
動
公
園
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
こ

と
で
、
多
く
の
団
体
が
関
心
を

持
ち
、
施
設
の
見
学
に
つ
な
げ

ま
し
た
。
小
中
学
校
等
の
大
会

を
計
画
し
て
い
る
団
体
か
ら
、

立
地
的
に
駅
前
と
い
う
の
は
大

変
魅
力
的
と
い
う
意
見
も
あ
り

ま
し
た
。
観
光
協
会
、
旅
館
組

合
と
協
力
し
、
お
も
て
な
し
の

強
化
と
い
う
点
で
調
査
・
研
究

し
、
再
度
美
浜
に
き
て
も
ら
え

る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
を
進
め

て
い
ま
す
。

「すくすくアプリ美浜」
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令
和
４
年
度　
一
般
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
討
論

令
和
４
年
度　
一
般
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て
討
論

　
　
　
　
　
　
　

身
の
丈
に
合
う
健
全
な

行
財
政
運
営
を
推
進

（
新
風
み
は
ま
）森

川　
元
晴

　

令
和
４
年
度
一
般
会
計
決

算
と
し
て
は
、
前
年
度
と
比

較
す
る
と
歳
入
歳
出
と
も
に

増
額
と
な
り
ま
し
た
が
、
決

算
収
支
に
つ
い
て
の
単
年
度

収
支
は
赤
字
で
あ
り
、
形
式

収
支
、
実
質
単
年
度
収
支
は

と
も
に
黒
字
と
な
り
ま
し
た

が
、
あ
く
ま
で
令
和
４
年
度

の
決
算
で
あ
り
、
地
方
交
付

税
等
の
増
減
の
影
響
も
大
き

い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

今
後
も
大
き
な
事
業
、
先

送
り
で
き
な
い
整
備
は
山
積

し
て
い
ま
す
が
、
財
政
は
大

変
厳
し
い
状
況
で
あ
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。
健
全
で
身
の

丈
に
合
う
行
財
政
運
営
に
務

め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
切
に

お
願
い
し
、
賛
成
の
立
場
で

の
討
論
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

賛　
成

　
　
　
　
　
　
　

本
町
が
目
指
す
ま
ち
づ
く
り

が
実
行
さ
れ
大
い
に
評
価

（
チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｍ
Ｉ
Ｈ
Ａ
Ｍ
Ａ
）

野
田　
増
男

　
令
和
４
年
度
は
特
に
、原
油

価
格
の
高
騰
に
伴
う
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
や
物
価
高
騰
の
対

策
と
し
て
、非
課
税
世
帯
や
子

育
て
世
帯
へ
の
給
付
金
の
給
付

を
始
め
、指
定
ゴ
ミ
袋
の
配
布
、

水
道
料
金
の
減
免
、保
育
所・小

中
学
校
の
給
食
費
補
助
、農
林

水
産
業
や
中
小
企
業
へ
の
各
種

補
助
金
の
交
付
な
ど
、多
方
面

に
わ
た
り
支
援
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く

中
で
は
あ
り
ま
す
が
、産
業
振

興
、子
育
て
、福
祉
、健
康
な

ど
、そ
の
他
の
分
野
も
含
め
、安

心・安
全
な
ま
ち
づ
く
り
、持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た

め
の
施
策
や
計
画
策
定
な
ど
、

本
町
が
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
が

着
実
に
実
行
さ
れ
て
お
り
、こ

れ
を
大
い
に
評
価
し
ま
す
。

賛　
成

　
　
　
　
　
　
　

十
分
な
成
果
が

得
ら
れ
て
い
な
い茶

谷　
佳
宏

　

①
合
宿
事
業
者
向
け
セ
ミ

ナ
ー
等
を
実
施
さ
れ
ま
し
た

が
、
陸
上
競
技
場
オ
ー
プ
ン

ま
で
１
年
を
切
る
現
在
も
、

具
体
的
な
合
宿
誘
致
・
大
会

の
開
催
予
定
も
あ
り
ま
せ
ん
。　
　

　

②
自
転
車
乗
車
用
ヘ
ル

メ
ッ
ト
着
用
促
進
事
業
費
補

助
金
で
40
万
円
の
予
算
に
対

し
て
、
実
績
は
14
万
円
と
５

割
に
も
満
た
な
い
状
況
で
し

た
。

　

③
決
算
書
と
主
要
施
策
の

成
果
並
び
に
実
績
報
告
書
の

記
載
で
、不
納
欠
損
の
状
況
、

空
き
家
対
策
事
業
等
に
誤
解

を
ま
ね
く
箇
所
が
見
受
け
ら

れ
ま
す
。

　

以
上
の
理
由
に
よ
り
、
反

対
討
論
と
し
ま
す
。

反　
対

定
例
会
最
終
日
に
、
令
和
４
年
度
一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て
、
賛
成
・
反
対
の
討
論
を
行
い
ま
し
た
。

Ｑ
　
　
農
業
次
世
代
人
材
力
投
資
事

業
補
助
金
は
、
全
額
が
国
の
補

助
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
10
名

に
１
３
５
０
万
円
払
っ
て
い
る
。

担
い
手
不
足
や
農
作
放
棄
地
な

ど
の
対
策
だ
が
、
実
績
報
告
を

受
け
、
公
開
し
て
い
る
の
か
。

A　
年
２
回
、
７
月
と
１
月
に
収

支
状
況
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

Ｑ　
県
観
光
協
会
負
担
金
の
41
万

　
円
の
算
出
根
拠
は
。

A　
普
通
会
員
は
16
万
円
、
観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推
進
事
業
会
費

が
25
万
円
、
あ
わ
せ
て
41
万
円
。

人
口
割
、
観
光
客
の
入
込
客
数
、

宿
泊
収
容
人
数
等
の
統
計
に
基

づ
い
た
金
額
で
す
。

Ｑ　

既
成
市
街
地
道
路
整
備
事

業
に
つ
い
て
、
道
路
後
退
用
地

を
購
入
す
る
基
準
は
あ
る
か
。

A　
道
路
後
退
と
は
、
幅
が
4

メ
ー
ト
ル
に
満
た
な
い
狭
あ
い

道
路
に
建
物
を
建
築
す
る
際
に
、

さ
が
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

い
う
法
律
に
従
っ
て
、
後
退
し

た
部
分
に
つ
い
て
購
入
す
る
も

の
で
す
。
町
が
購
入
す
る
基
準

は
、
市
街
化
区
域
内
に
あ
る
道

路
で
あ
る
こ
と
と
地
権
者
か
ら

の
申
請
が
あ
る
こ
と
で
す
。

Ｑ
　
　
常
備
消
防
事
業
に
つ
い
て
、

知
多
南
部
消
防
組
合
分
担
金
が

随
分
減
っ
て
い
る
。
不
用
額
を

み
る
と
、
広
域
消
防
指
令
セ
ン

タ
ー
の
負
担
金
が
下
が
っ
た
た

め
と
あ
る
が
、
昨
年
度
減
っ
た

だ
け
か
、
全
体
的
に
減
っ
た
の

か
。

A　
中
央
指
令
セ
ン
タ
ー
の
シ
ス

テ
ム
機
器
の
更
新
で
不
用
額
が

生
じ
た
た
め
と
聞
い
て
お
り
、

今
回
だ
け
の
減
額
と
思
わ
れ
ま

す
。

Ｑ　

臨
時
特
別
給
付
金
事
業
に

お
け
る
家
計
急
変
世
帯
と
は
ど

の
よ
う
な
世
帯
か
。

A　
支
給
期
間
に
物
価
、
賃
金
、

生
活
総
合
対
策
と
し
て
、
電
気
、

ガ
ス
、
食
料
品
等
の
価
格
高
騰

に
よ
る
家
計
へ
の
負
担
増
の
影

響
が
大
き
い
低
所
得
世
帯
と
な

り
ま
す
。
具
体
的
に
、
価
格
高

騰
緊
急
支
援
給
付
金
で
は
、
令

和
４
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の

間
で
家
計
が
急
変
し
、
申
請
が

あ
っ
た
場
合
に
、
非
課
税
世
帯

と
同
様
と
認
め
ら
れ
る
世
帯
等

に
審
査
の
う
え
支
給
決
定
し
、

５
万
円
を
給
付
し
た
世
帯
で
4

世
帯
あ
り
ま
し
た
。
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収益的収支における消費税及び地方消費税精算後の当年度純利益は1343万5768円。
　また、資本的収支の不足額は、過年度損益勘定留保資金1億4273万2037円及び当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額2263万4172
円で補填しました。

令和４年度　特別会計　決算 全員賛成で認定
特別会計名 予算額 歳入決定額 歳出決定額 収支差引額

国 民 健 康 保 険 23億  746万8000円 22億3438万8687円 22億  559万1914円 2879万6773円
後 期 高 齢 者 医 療 3億6713万6000円 3億6316万8242円 3億6046万  902円 270万7340円
介 護 保 険 19億7023万3000円 18億5543万1370円 17億6466万1922円        9076万9448円
土 地 取 得 5000円 2821円 2821円 0円
農業集落家庭排水処理施設 3182万1000円 3115万6148円 3115万6148円 0円

水道事業会計　賛成多数により剰余金の処分について可決し決算を認定しました。
予算額 歳入決定額 歳出決定額 収支差引額

収益的収支 収入 5億1198万円     　 5億  642万7424円 4億7456万3102円 3186万4322円支出 5億  827万1000円

資本的収支 収入 1億1709万4000円 1億1168万7000円 2億7705万3209円 ▲1億6536万6209円支出 2億9506万4000円

水道事業剰余金処分計算書
資本金 資本剰余金 未処分利益剰余金

当年度末残高 29億1624万  736円 960万2539円 1343万5768円
議会の議決による処分額 1343万5768円 0円 ▲1343万5768円

利益剰余金を資本金へ組入れ 1343万5768円 0円 ▲1343万5768円
処分後残高 29億2967万6504円 960万2539円 （繰越利益剰余金）0円

対 話 集 会
開催

開催日時：令和6年2月4日(日）
　　　　　午後3時から
会　　場 ： 美浜町役場3階大会議室

議 会 御 用 聞 き コ ー ナ ー を開きます！

産業まつりに

　昨年度も開設し大好評をいただきました「御用聞きコーナー」を今年の産
業まつりにも開設します。
　ぜひ、お気軽に立ち寄って、ご意見、相談事などお聞かせください。
　開催日時：令和５年11月12日(日）午前9時から午後2時まで
　会　　場 ： 美浜町総合公園敷地内

あなたも議会を傍聴しませんか？あなたも議会を傍聴しませんか？
令和５年12月定例会の開催予定

　本会議場で行われる議会は、どなたでも傍聴する
ことができます。また、全員協議会及び各委員会は、
議長等の許可があれば、傍聴することができます。
　一般質問の開催日においては、別室で議会中継を
見ることができます。
※�議会傍聴の際に、手話通訳など支援が必要な方
は、お手数ですが2週間前までにご相談ください。

【121ch】 午前９時から
12月14日(木) ・12月16日(土)

☆お問い合わせ先☆
美浜町役場 議会事務局

TEL 82-1111（内線285・286）

ケーブルテレビ（CCNC）放送予定 

日 月 火 水 木 金 土
3 4 5 6 7 8 9

本会議
開会
提案

（休会）
本会議
一般質問
１日目

本会議
一般質問
２日目

（休会）

10 11 12 13 14 15 16

（休会） （休会）
本会議
質疑・
委員会付託

（休会）
総務産業
常任委員会

（休会）
文教厚生
常任委員会

（休会） （休会）

17 18 19 20 21 22 23

（休会） （休会） 本会議
討論・採決

閉会

いずれも午前９時から　美浜町役場３階　＜ 日程は告示日11月27日に確定します>

決定 !
大好評
につき

あなたの声 お聞かせください！
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町
長
提
出
議
案

損
害
賠
償
の
額
及
び
和
解

　
散
歩
中
、
側
溝
の
破
損
部
へ
足

が
は
さ
ま
り
、
膝
側
部
を
損
傷
さ

せ
ま
し
た
。　

損
害
賠
償
額　
２
万
１
５
３
４
円

損
害
賠
償
の
額
及
び
和
解

　
草
刈
り
作
業
中
に
、
草
刈
り
機

に
よ
っ
て
跳
ね
た
石
が
走
行
中
の

車
の
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
に
当
た
り
、

フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス
を
破
損
さ
せ
ま

し
た
。

損
害
賠
償
額　
22
万
２
８
５
９
円

人
事
案
件・選
任
等
の
同
意

美
浜
町
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命

全
員
賛
成
で
同
意

　
任
期
満
了
に
よ
る
任
命
で
す
。

任
期

　
令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら

　
令
和
９
年
９
月
30
日
ま
で

専
決
処
分
事
項
の
報
告
承
認

一
般
会
計
補
正
予
算
（
専
決

第
１
号
）

　
　
　
全
員
賛
成
で
承
認

　
台
風
２
号
の
影
響
に
よ
り
流
木

等
漂
着
の
被
害
が
発
生
し
た
た
め
、

復
旧
に
要
し
た
費
用
の
専
決
処
分

で
す
。

専
決
処
分
の
報
告

令
和
５
年
第
３
回

９
月
定
例
会

※
本
会
議
の
記
事
詳
細
は
、
11
月
下
旬
頃
、
町
公
式

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
会
議
録
と
し
て
掲
載
予
定
で
す
。

　
（
議
案
の
採
決
結
果
は
最
終
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

︽  
審

議

日

程
︾

5 日　開会、提案
　　　・上程議案15件の提案説明
7 日　町政に対する一般質問　【通告議員６人登壇】
8 日　町政に対する一般質問　【通告議員３人登壇】

12日　質疑・委員会審査付託
　　　・任命１件に同意
　　　・専決処分事項の報告承認（補正予算）１件を承認
　　　・条例の一部改正、補正予算、決算認定の質疑
　　　・各常任委員会へ審査付託(11件) ※うち２件は両委員会へ分割付託
　　　・議員発議による意見書１件の提案・質疑・討論・採決
〔休会中の常任委員会開催〕
13日　総務産業常任委員会　付託された６議案を審査・採決
14日　文教厚生常任委員会　付託された７議案を審査・採決
20日　委員長報告・質疑・討論・採決
　　　・付託された11件について委員長報告・質疑・討論・採決
　　　・町長追加上程議案の提出・質疑・討論・採決
　　　・議員派遣の件を議決
　　　・閉会中の継続調査事件を定めて閉会

再任
石垣　由貴子さん
（布土在住）

再任
大岩　絵里子さん
（野間在住）

一般会計補正予算（専決第１号）　　
　歳入歳出それぞれ1449万9千円を追加し、補正後の予算総額は
82億9622万7千円となりました。

歳　　　入 補　正　額
県 支 出 金 県負担金 274万9千円
繰 入 金 基金繰入金 1175万円  　

歳　　　出 補　正　額
災 害 復 旧 費 公共土木施設災害復旧費 1449万9千円
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�　

�　
港
湾
施
設
災
害
復
旧
工
事
と

し
て
歳
出
に
１
４
４
９
万
9
千
円

計
上
し
て
い
る
の
に
対
し
、
歳
入

は
２
７
４
万
９
千
円
と
な
っ
て
い

る
。
県
負
担
金
と
の
こ
と
だ
が
、

負
担
割
合
は
あ
る
か
。

�　

�　
負
担
割
合
は
1
／
2
以
内
で

す
が
、
歳
出
は
2
つ
の
事
業
の

合
計
で
そ
の
う
ち
県
負
担
金
の

対
象
と
な
る
西
海
岸
の
流
木
撤

去
分
を
歳
入
に
計
上
し
て
い
ま

す
。条

例
の一部
改
正

美
浜
町
水
道
事
業
給
水
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
賛
成
多
数
で
可
決

　
水
道
料
金
等
の
改
定
に
伴
い
、

条
例
の
一
部
改
正
を
す
る
も
の
で

す
。

施
行
日

・�

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
に
伴
う

端
数
処
理
に
関
す
る
改
正
規
定　

令
和
５
年
10
月
１
日

・�
分
担
金
及
び
手
数
料
に
関
す
る

改
正
規
定

令
和
６
年
４
月
１
日

・�

準
備
料
金
を
基
本
料
金
と
し
、

料
金
を
改
定
す
る
改
正
規
定

　
令
和
６
年
５
月
１
日

�　

�　
料
金
改
定
に
伴
い
一
般
家
庭

用
の
口
径
13
㎜
、
2
か
月
で
使

用
水
量
40
立
方
メ
ー
ト
ル
の
場

合
の
、
5
市
5
町
に
お
け
る
消

費
税
込
み
の
料
金
は
い
く
ら
か
。

�　

�　
大
府
市
５
７
２
０
円
、
東
海

　
市
４
６
２
０
円
、
知
多
市
４
９

　
７
２
円
、
半
田
市
３
８
７
０
円
、

　
常
滑
市
４
７
０
８
円
、
東
浦
町

　

４
９
５
０
円
、　

阿
久
比
町
５

　

６
１
０
円
、　

武
豊
町
５
０
６

　

�

０
円
、
南
知
多
町
５
９
０
８
円

で
す
。　

　

�　
美
浜
町
は
、
改
正
前
５
３
１

　

�

０
円
か
ら
、
改
正
後
６
８
６
４

円
と
な
り
ま
す
。

契
約
議
決

美
浜
町
運
動
公
園
陸
上
競
技

場
用
器
具
物
品
売
買
契
約
の

締
結

全
員
賛
成
で
可
決

契
約
金
額　
１
億
４
９
０
５
万
円

契
約
相
手

株
式
会
社
エ
ヌ
・
エ
フ
・
ユ
ー

契
約
内
容

美
浜
町
運
動
公
園
陸
上
競
技
場　

用
器
具
購
入
の
た
め
で
す
。

�　

�　
購
入
す
る
用
器
具
の
内
容
は
。

�　

�　
来
年
オ
ー
プ
ン
す
る
陸
上
競

技
場
の
日
本
陸
連
公
認
を
得
る

た
め
の
用
器
具
を
購
入
し
ま
す
。

内
容
は
、
写
真
判
定
装
置
や

ハ
ー
ド
ル
な
ど
の
器
具
と
、
巻

き
尺
や
ハ
ン
マ
ー
な
ど
の
用
具

で
す
。

議
員
提
出
議
案

意
見
書

定
数
改
善
計
画
の
早
期
策

定
・
実
施
と
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
の
堅
持
及
び
拡

充
を
求
め
る
意
見
書　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

　
本
町
議
会
へ
陳
情
の
あ
っ
た
案

件
に
つ
い
て
、
議
員
発
議
で
意
見

書
を
提
案
し
ま
し
た
。

提
出
者
に
つ
い
て

　
議
会
運
営
委
員
会
に
て
提
案
し

ま
し
た
。

代
表
提
出
者　
　
　
廣
澤　
　
毅

提
出
者　

　
　
森
川　
元
晴
、
橋
場　
友
昭

　
　
野
田　
増
男

趣
旨

　
中
学
校
に
お
け
る
少
人
数
学
級

の
推
進
や
教
職
員
定
数
改
善
計
画

の
早
期
策
定
・
実
施
、
ま
た
教
育

の
機
会
均
等
と
水
準
確
保
の
た
め
、

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅

持
と
と
も
に
国
庫
負
担
率
2
分
の

１
へ
の
復
元
に
向
け
て
、
十
分
な

教
育
予
算
を
確
保
さ
れ
る
よ
う
に

強
く
要
望
す
る
。

提
出
先

内
閣
総
理
大
臣
、
内
閣
官
房
長
官
、

文
部
科
学
大
臣
、
財
務
大
臣
、

総
務
大
臣

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

　
　
　

 

水
道
料
金
の
値
上
げ

に
反
対

茶
谷　
佳
宏

　

水
道
料
金
は
、
電
気
料

金
と
と
も
に
欠
か
せ
な
い

生
活
費
で
す
。
自
治
体
は
、

物
価
高
騰
で
住
民
の
生
活

を
支
援
す
る
立
場
で
あ
り

ま
す
。

①�

水
道
料
金
の
大
幅
な
値

上
げ

②�

物
価
高
騰
の
今
の
時
期

③�

県
水
の
値
上
げ
が
不
明

な
状
況

以
上
の
理
由
に
よ
り
、
反

対
討
論
と
し
ま
す
。

反
対
討　
論

討　
論

意
見
書
と
は
？

 

地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に

基
づ
き
、議
会
と
し
て
の
意
思
を

関
係
機
関
あ
て
に
意
見
と
し
て
ま

と
め
た
文
書
の
こ
と
。

　
議
員
が
発
案
し
て
本
会
議
に
は

か
り
、審
議
の
結
果
、議
決
さ
れ
た

場
合
、議
長
名
で
関
係
機
関
等
に

提
出
し
ま
す
。

流
木
が
漂
着
し
た
河
和
港
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一般会計補正予算（第４号）　　
　歳入歳出それぞれ５億7466万４千円を追加し、補正後の予算総額は88億7089万1千円となりました。

賛成多数で可決

歳　　　入 補　正　額

※主な内容：
①�特別職共済組合負担金の増
額補正	

②�教育施設整備基金、都市計
画事業基金積立金の増額補
正

③�住民税非課税世帯給付金支
給分の過年度返還金（3年
度分150万円、4年度分5万
円）

④�介護保険特別会計への繰出
金増額補正

⑤�国県負担金の精算による返
還金の補正

⑥�国県負担金の精算による返
還金の補正

⑦�国民健康保険特別会計への
繰出金増額補正（システム
改修分）

⑧�子ども子育て交付金、児童
手当、子育て世帯生活支援
交付金の過年度返還金の補
正

⑨�野間保育所（爆裂補修）、布
土保育所（玄関ドア）維持
補修の増額補正

⑩�会計年度任用職員人件費の
増額補正

⑪�認定こども園（知多大和幼
稚園）給食費軽減対策支援
金

⑫�空調設備（昨年度整備）保
守点検業務委託料の増額補
正

⑬�出産・子育て応援、振込手
数料の増額補正

⑭�風疹ワクチン過年度補助金
返金の増額補正

⑮�システム改修（オミクロン
株XBB対応ワクチン）、予防
接種健康被害救済制度給付
金の支援に係る増額補正

⑯�農業収入減少対策事業補助
金の補正

⑰�酪農経営継続緊急支援金の
増額補正

⑱�漁港流木撤去等に係る撤去
工事の増額補正

⑲�地域応援クーポン券事業、
キッチンカー購入補助の増
額補正

⑳�耐震診断委託料の増額補正
㉑�運動公園整備に係る委託料
の増額補正

㉒�河和団地集会室空調設備改
修工事に係る増額補正

㉓�旧河和南部小学校財産処分
に伴う国庫返還金再算定に
よる増額補正

地方特例交付金 地方特例交付金 ▲104万6千円
地 方 交 付 税 地方交付税 2億6012万6千円

国 庫 支 出 金

衛生費国庫負担金 100万円  　
総務費国庫補助金 1億1075万9千円
衛生費国庫補助金 340万円  　
土木費国庫補助金 7693万6千円

県 支 出 金

総務費県補助金 122万1千円
民生費県補助金 1万6千円
衛生費県補助金 66万8千円
土木県補助金 11万8千円
商工費県補助金 2100万円  　

繰 入 金
介護保険特別会計繰入金 2661万3千円
財政調整基金繰入金 ▲2憶7108万円  　
都市計画事業基金繰入金 ▲923万5千円

繰 越 金 前年度繰越金 3億  548万3千円
諸 収 入 雑入 ▲521万5千円

町 債
土木債 6880万円  　
臨時財政対策費 ▲1490万円  　

歳　　　出 補　正　額

総 務 費
特別職人件費※① 100万円  　
基金積立事業※② 3億  765万3千円

民 生 費

低所得世帯支援給付金事業※③ 155万円  　
介護保険事業※④ 65万5千円
障害福祉サービス事業※⑤ 2190万4千円
地域生活支援事業※⑥ 45万8千円
国民健康保険事業※⑦ 332万2千円
児童福祉事業※⑧ 249万7千円
保育所運営事業※⑨ 134万円  　
子育て支援センター運営事業※⑩ 187万4千円
特定教育保育施設給付事業※⑪ 2万5千円

衛 生 費

保健センター管理運営事業※⑫ 67万6千円
出産・子育て応援交付金事業※⑬ 401万1千円
予防接種事業※⑭ 76万3千円
新型コロナウイルスワクチン接種事業※⑮ 172万6千円

農林水産業費
農業振興事業※⑯ 100万円  　
畜産業振興事業※⑰ 440万円  　
漁港維持管理事業※⑱ 161万7千円

商 工 費 商業団体育成事業※⑲ 7760万円  　

土 木 費
建築物耐震改修促進事業※⑳ 47万2千円
都市公園整備事業※㉑ 1億3626万5千円
住宅管理事業※㉒ 62万円  　

教 育 費 学校施設環境改善交付金過年度返還金※㉓ 323万6千円

　提案された補正予算３件【一般会計（第４号）、国民健康保険特別会計（第
２号）、介護保険特別会計（第２号）】を各常任委員会に付託・審査し、最終
日に委員長報告ののち、討論・採決し可決しました。

9月補正予算
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地方債補正
【変更】

起債の目的 補正前 補正後
公園整備事業債 1億2770万円 1億9650万円
臨時財政対策債   　7000万円   　5510万円

事業名
補正前 補正後

総　額 年　度 年割額 総　額 年　度 年割額

都市公園
整備事業

17億9400万円
令和4年度 17億1000万円

20億8320万円
令和4年度 17億1000万円

令和5年度 8400万円 令和5年度 2億1820万円
令和6年度 1億5500万円

事　項
補正前 補正後

期　間 限度額 期　間 金　額
運動公園整備事業

委託料
平成31年度から
令和5年度まで 19億2999万２千円 平成31年度から

令和９年度まで 21億6429万5千円

継続費補正

債務負担行為補正

�　

�　
都
市
公
園
整
備
事
業
の
継
続

費
補
正
に
つ
い
て
、
増
額
の
理

由
は
。
ま
た
令
和
６
年
度
の
事

業
内
容
は
。

�　

�　
増
額
の
理
由
は
、
令
和
6
年

7
月
ま
で
の
供
用
開
始
を
目
標

と
し
、
写
真
判
定
室
の
工
事
、

競
技
場
ト
ラ
ッ
ク
周
り
ウ
レ
タ

ン
舗
装
工
事
等
を
実
施
す
る
た

め
で
す
。

　

�　
ま
た
、
令
和
６
年
度
の
事
業

内
容
は
、
陸
上
競
技
場
の
外
周

り
や
交
流
広
場
の
舗
装
工
事
、

仮
設
駐
車
場
整
備
や
山
王
川
に

か
け
た
橋
の
仕
上
げ
、
左
岸
側

の
造
成
工
事
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

�　

�　
債
務
負
担
費
補
正
で
増
額
の

理
由
は
。
ま
た
、
令
和
９
年
度

ま
で
期
間
を
延
長
す
る
理
由
は
。

�　

�　
増
額
の
理
由
は
、
完
成
ま
で

の
事
業
費
増
加
、
資
材
高
騰
や
、

積
算
単
価
の
見
直
し
に
よ
る
も

の
で
す
。

　

�　
期
間
の
変
更
は
、
工
事
完
了

予
定
を
令
和
9
年
度
と
公
表
し

て
お
り
、
予
算
も
あ
わ
せ
て
令

和
９
年
度
ま
で
に
延
長
し
た
た

め
で
す
。

�　

�　
地
方
債
補
正
に
お
け
る
公
園

整
備
事
業
債
の
増
額
理
由
は
。

�　

�　
運
動
公
園
事
業
の
設
計
変
更

で
国
庫
補
助
事
業
分
が
増
加
す

る
た
め
で
す
。

�　

�　
漁
港
管
理
費
の
漁
港
流
木
等

撤
去
工
事
に
県
負
担
金
補
助
は

あ
る
か
。

�　

�　
河
和
漁
港
の
流
木
撤
去
工
事

は
、
国
の
災
害
復
旧
事
業
を
予

定
し
て
い
る
た
め
、
県
負
担
金

補
助
は
あ
り
ま
せ
ん
。

�　

�　
地
域
応
援
ク
ー
ポ
ン
券
の
内

容
は
。

�　
�　

物
価
高
騰
に
伴
う
買
い
控
え
、

小
規
模
事
業
者
等
の
支
援
な
ど

町
内
の
消
費
拡
大
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
た
め
、
愛
知
県
元
気
商
店

街
推
進
事
業
費
補
助
金
を
う
け

実
施
し
ま
す
。
1
人
3
千
円
、

５
０
０
円
券
6
枚
を
全
町
民
に

配
布
し
ま
す
。

�　

�　
運
動
公
園
整
備
事
業
委
託
料

の
増
額
理
由
は
。

�　

�　
主
に
、
写
真
判
定
室
、
ウ
レ

タ
ン
舗
装
工
事
の
増
工
に
よ
る

も
の
で
す
。

�　

�　
学
校
管
理
費
の
過
年
度
返
還

金
の
具
体
的
な
内
容
は
。
無
償

譲
渡
し
た
相
手
へ
の
請
求
予
定

は
あ
る
か
。

�　

�　
国
庫
補
助
を
受
け
て
整
備
し

た
学
校
財
産
処
分
を
す
る
場
合

は
、
文
科
省
の
承
認
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
令
和
４
年
３
月
末

閉
校
の
河
和
南
部
小
に
係
る
返

還
金
が
確
定
し
た
た
め
計
上
し

ま
し
た
。
主
な
内
容
は
、
令
和

４
年
度
中
に
民
間
事
業
者
に
無

償
譲
渡
し
た
校
舎
に
係
る
部
分

で
あ
り
、
無
償
譲
渡
し
た
相
手

へ
の
請
求
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

�　

�　
住
民
税
非
課
税
世
帯
給
付
金

補
助
金
過
年
度
返
還
金
に
つ
い

て
、
令
和
３
年
度
支
給
分
で
、

対
象
外
で
あ
っ
た
外
国
籍
の
世

帯
へ
誤
支
給
し
た
給
付
金
の
国

へ
の
返
還
金
と
の
説
明
で
あ
っ

た
が
、
今
後
の
対
応
は
。

ＱＡ

ＱＡＱＡＱＡＱＡ

ＱＡＱＡＱ

公
園
内
に
か
け
ら
れ
た
橋
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国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
　歳入歳出それぞれ332万2千円を追加し、補正後の予算総額は22億8608万1千円となりました。

介護保険特別会計補正予算（第２号）　
　歳入歳出それぞれ9311万6千円を追加し、補正後の予算総額は19億3868万7千円となりました。

歳　　　入 補　正　額

※主な内容：
①�産前産後の保険料免除に
係るシステム改修費の増
額補正	

繰 入 金
一般会計繰入金 332万2千円
基金繰入金 ▲2879万5千円

繰 越 金 繰越金 2879万5千円
歳　　　出 補　正　額

総 務 費 総務管理費※① 332万2千円

歳　　　入 補　正　額

※主な内容：
①�紙おむつ等支援事業費増
額補正
②令和4年度分基金積立金
③�介護給付費等国県支出金
4年度分返還金（給付費、
地域支援事業）
④�一般会計からの繰入金に
係る4年度分返還金（給付
費、地域支援事業、事務
費）

国 庫 支 出 金 国庫補助金 7万7千円
支払基金交付金 支払基金交付金 153万2千円
県 支 出 金 県補助金 3万9千円

繰 入 金
一般会計繰入金 65万5千円
基金繰入金 4万5千円

繰 越 金 繰越金 9076万8千円
歳　　　出 補　正　額

地域支援事業費 家族介護支援事業※① 20万円  　
基 金 積 立 金 介護給付費準備基金積立事業※② 4734万4千円

諸 支 出 金
過年度国庫県支出金等償還事業※③ 1895万9千円
一般会計繰出金事業※④ 2661万3千円

�　

�　
国
保
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
に
つ
い

て
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
財
源

と
し
て
い
る
が
、
法
改
正
に
よ
る
シ
ス

テ
ム
改
修
に
つ
い
て
は
、
自
治
体
の
負

担
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
か
っ
た

か
。

　

�　
ま
た
、
国
の
標
準
シ
ス
テ
ム
へ
の
移

行
に
つ
い
て
比
較
検
討
は
し
た
か
。

�　

�　
財
源
に
つ
い
て
、
令
和
６
年
１
月
１

日
に
間
に
合
わ
せ
る
た
め
今
回
計
上
し

た
も
の
で
、
国
は
財
政
支
援
を
す
る
意

向
で
あ
る
が
詳
細
は
ま
だ
示
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。

　

�　
基
幹
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
国
は
令

和
７
年
度
ま
で
に
、
ど
の
電
算
会
社
の

シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
も
機
能
の
標
準
化

を
す
す
め
て
い
る
段
階
で
す
。
本
町
は

現
在
の
シ
ス
テ
ム
で
標
準
化
を
進
め
て

お
り
、
国
が
開
発
し
た
標
準
シ
ス
テ
ム

へ
の
移
行
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

ＱＡ

全員賛成で可決

全員賛成で可決

�　
�　

深
く
住
民
の
皆
様
に
お
詫
び
す
る
と

と
も
に
、
返
金
に
向
け
て
の
業
務
を
最

優
先
で
進
め
て
い
き
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
対
象
の
世
帯
や
雇
用
主
の
方
へ
の

説
明
と
謝
罪
、
返
金
に
向
け
て
の
相
談

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
、
帰
国
し
た
と

思
わ
れ
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、
日
本
で

の
実
習
先
で
あ
っ
た
事
業
所
や
外
国
人

技
能
実
習
機
構
な
ど
へ
照
会
し
な
が
ら

調
査
を
進
め
ま
す
。

　

�　
今
後
は
制
度
の
理
解
や
対
象
者
の
審

査
に
は
部
課
長
も
関
与
し
な
が
ら
複
数

で
事
務
を
行
い
、
再
発
防
止
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

Ａ
　
　
　

 

国
へ
の
返
還
金
の
財
源
は

茶
谷　
佳
宏

①�

住
民
税
非
課
税
世
帯
給
付
金
を

誤
支
給
し
た
者
か
ら
の
返
還
金

が
予
算
化
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。

②�

河
和
南
部
小
学
校
を
学
校
施
設

以
外
に
使
用
す
る
こ
と
に
よ
る

返
還
金
で
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
無
償
譲
渡
し
た
事
業
者
に

対
し
て
請
求
す
る
考
え
が
な
い

こ
と
。

�

以
上
の
理
由
に
よ
り
、
反
対
討
論

と
し
ま
す
。

反
対

討　
論

討　
論
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常 任 委 員 会 の 審 査 結 果
付　託　さ　れ　た　議　案 付託委員会 委員会採決結果 質疑

美浜町水道事業給水条例の一部を改正する条例について 総務産業 賛成多数・可決 あり

令
和
５
年
度
補
正
予
算

美浜町一般会計補正予算（第４号）
総務産業 賛成多数・可決 あり
文教厚生 全員賛成・可決 あり

美浜町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 文教厚生 全員賛成・可決 なし

美浜町介護保険特別会計補正予算（第２号） 文教厚生 全員賛成・可決 なし

令
和
４
年
度
の
決
算
認
定

美浜町一般会計
総務産業 賛成多数・認定 あり
文教厚生 全員賛成・認定 あり

美浜町国民健康保険特別会計 文教厚生 全員賛成・認定 なし
美浜町後期高齢者医療特別会計 文教厚生 全員賛成・認定 なし
美浜町介護保険特別会計 文教厚生 全員賛成・認定 なし
美浜町土地取得特別会計 総務産業 全員賛成・認定 あり
美浜町農業集落家庭排水処理施設特別会計 総務産業 全員賛成・認定 なし

美浜町水道事業会計（剰余金の処分及び決算の認定） 総務産業 全員賛成
・可決及び認定 あり

総
務
産
業
常
任
委
員
会

　
13
日（
水
）午
前
９
時
開
会
。

　
6
名
出
席
の
も
と
付
託
議
案
６
件

を
審
査
・
採
決
。

　

閉
会
中
の
継
続
審
査
案
件
を
協

議
・
決
定
し
閉
会
。

美
浜
町
水
道
事
業
給
水
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て

�　

�　
経
営
戦
略
で
は
急
激
な
住
民
の

負
担
増
に
な
ら
な
い
よ
う
２
段
階

で
引
き
上
げ
る
旨
が
記
載
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
中
で
、
初
め
に
大

き
く
20
％
、
後
で
小
さ
く
７
％
と

し
た
理
由
は
。

�　

�　
水
道
事
業
運
営
委
員
会
へ
諮
っ

た
と
こ
ろ
、
２
回
を
半
々
に
す
る

と
、
２
回
目
の
引
き
上
げ
で
そ
れ

以
上
の
引
き
上
げ
幅
に
な
る
可
能

性
が
あ
り
、
先
に
大
き
い
比
率
を

設
定
す
る
こ
と
で
、
２
回
目
の
負

担
を
軽
く
す
る
設
定
と
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
美
浜
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

�　

�　
地
域
応
援
ク
ー
ポ
ン
券
事
業
委

託
料
に
つ
い
て
、
ク
ー
ポ
ン
券
の

配
布
時
期
等
、
詳
細
は
。

�　

�　
11
月
１
日
～
２
月
10
日
ま
で
の

使
用
期
間
で
、
５
０
０
円
券
を
６

枚
、
１
人
当
た
り
３
０
０
０
円
分

の
ク
ー
ポ
ン
券
を
、
10
月
１
日
時

点
で
住
民
登
録
の
あ
る
全
町
民
に

配
布
予
定
で
す
。
買
い
物
代
金

１
０
０
０
円
ご
と
に
１
枚
使
用
で

き
、
半
額
補
助
と
な
り
、
使
用
対

象
は
美
浜
町
商
工
会
加
盟
で
登
録

の
店
舗
で
す
。

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

　
14
日（
木
）午
前
９
時
開
会
。

　
６
名
出
席
の
も
と
付
託
議
案
７
件

を
審
査
・
採
決
。

　

閉
会
中
の
継
続
審
査
案
件
を
協

議
・
決
定
し
閉
会
。

令
和
５
年
度
美
浜
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

�　
�　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
事
業
の
予
防
接
種
健
康
被

害
救
済
制
度
給
付
金
に
つ
い
て
、

本
町
に
お
け
る
事
例
の
概
要
は
。 

�　

�　
今
回
補
正
に
上
げ
て
い
る
の
は

３
名
の
申
請
者
分
で
、
う
ち
現
時

点
で
認
定
さ
れ
て
い
る
の
は
１
名

で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
時
に
副
反
応
が
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
、
体
調
に

異
変
が
生
じ
、
診
察
し
た
医
師
の

判
断
で
申
請
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い

で
す
。

ＱＡ

ＱＡ

ＱＡ

　
本
会
議
で
付
託
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
、
各
常
任
委
員
会
で

審
査
し
ま
し
た
。 

　
委
員
会
の
審
査
結
果
は
、
最
終
日
20
日（
水
）に
委
員
長
報
告

を
行
い
、
質
疑
・
討
論
の
後
、
採
決
さ
れ
ま
し
た
。

常
任
委
員
会



あいち・みはま議会だより 2023.11.1　No.176 12

議会活動報告

住民サイドの情報が大切
愛知県町村議会新任議員研修　
　7月5日(水)、名古屋市にて愛知県の新任町村議員研修会が行わ
れ、議長はじめ新任議員が研修に参加してきました。
　「議員として活躍するために」という題目で、議会制度や効果
的な議員活動について講義を受けてきました。
　講師の先生に議会制度や法律などを学ぶ中で、現在の日本の地
方議会のおかしな点や議員が注意しなければならない点など非常
に興味深い内容で新任議員にとって良い勉強になる研修会でした。
　お話の中で、「我々議員の得る情報が行政サイドからの情報と、住民サイドからの情報とが照合される
のではない限り、議会は行政部によって容易に操作されることになるのである」という考えさせられる内
容の説明もあり、住民サイドの情報が議員にとっていかに大切であるかを痛感させられました。

施設解体後はストックヤードに
知多南部議員交流会
　７月21日(金）、２市３町の議員で作る知多南部交流会が開催
され、知多南部クリーンセンター焼却施設の解体現場を視察しま
した。
　本町の町議会議員全員が参加し、知多南部衛生組合より、令和
４、５年度の２ヵ年度にわたるごみ処理施設の解体工事の進捗状
況及び周辺の環境対策としての振動防止方法や騒音測定方法、今
後の解体工事スケジュールなどの報告並びに、解体現場の解体作業を実際に見学し、重機による建物の施
工方法や今後の解体場所の説明をうけてきました。
　視察日現在、解体工事進捗率は60％で、令和６年３月解体工事完了予定となっております。施設解体
後は草木のストックヤード、リサイクルステーション、現在仮設で運営している広域環境組合のごみ中継
施設が建設される計画です。

よりよく伝えるには
愛知県町村議会広報研修会　
　８月９日(水）、愛知県町村議会広報研修会に広報委員６名が参
加し、どのようにしたら議会広報が町民の皆さんに読みやすく、
情報がよりよく伝わるのかを他の自治体の広報誌などを参考にし
て講師の方から学んできました。

名古屋鉄道株式会社へ要望書を提出
　9月11日(月）、美浜町、南知多町、武豊町の町長・議会議長並
びに日本福祉大学学長とともに名古屋鉄道本社を訪問し、知多新
線・河和線における運行ダイヤ改正及び駅運営体制の変更に伴う
要望書を提出、各種要望をしました。
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学
部
移
転
に
よ
る
美
浜
町
へ

の
影
響
は

問　
社
会
福
祉
学
部
の
移
転
に
よ

り
美
浜
町
に
は
ど
の
よ
う
な
影
響

が
出
る
と
考
え
て
い
ま
す
か
。

町
長　
今
後
の
経
済
損
失
と
し
て

想
定
さ
れ
る
こ
と
は
、
地
方
交
付

税
の
減
や
ア
パ
ー
ト
の
家
賃
収
入

の
減
、
町
内
経
済
消
費
額
の
減
が

考
え
ら
れ
、
さ
ら
に
は
、
町
の
活

性
化
に
も
影
響
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

存
置
学
部
に
対
す
る
措
置

は問　
美
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
に
存
続
す

る
学
部
と
、
付
属
高
校
に
対
す
る

措
置
は
、
何
か
考
え
て
い
ま
す
か
。

町
長　
平
成
22
年
10
月
に
締
結
し

た
「
美
浜
町
と
日
本
福
祉
大
学
・

日
本
福
祉
大
学
付
属
高
校
と
の
連

携
に
関
す
る
包
括
協
定
書
」
に
基

づ
き
、
大
学
・
高
校
と
連
携
し
、

今
以
上
に
関
係
を
深
め
て
参
り
ま

す
。

運
動
公
園
に
対
す
る
影
響

は問　
来
年
度
一
部
供
用
が
始
ま
る

運
動
公
園
に
対
す
る
影
響
は
ど
う

で
し
ょ
う
。

町
長　
美
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
に
在
学

す
る
学
生
数
が
減
少
す
る
こ
と
に

よ
り
、
利
用
者
数
減
少
の
影
響
は

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
運
動
公
園
の

運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
福
祉
大
学

と
共
同
で
開
設
し
て
い
る
「
み
は

ま
ス
ポ
ー
ツ
ま
ち
づ
く
り
推
進

室
」
が
中
心
と
な
り
、
安
定
し
た

事
業
運
営
に
向
け
て
、
ス
ポ
ー
ツ

科
学
部
・
観
光
協
会
等
の
地
域
団

体
と
も
協
力
し
な
が
ら
、
運
動
公

園
の
活
性
化
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

小
中
一
貫
校
に
対
す
る
影

響
は

問　
令
和
10
年
度
開
校
を
目
指
す

小
中
一
貫
校
に
対
す
る
影
響
は
ど

う
で
し
ょ
う
。

教
育
部
長　
本
町
が
目
指
す
新
た

な
小
中
一
貫
校
と
日
本
福
祉
大
学

の
教
育
・
心
理
学
部
、
ス
ポ
ー
ツ

科
学
部
と
い
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
学

部
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、「
特

色
あ
る
学
校
教
育
の
充
実
」、「
ス

ポ
ー
ツ
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く

り
」
を
目
指
し
、
教
育
活
動
が
で

き
る
こ
と
か
ら
、
大
き
な
影
響
は

な
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

登
下
校
時
に
お
け
る
小
中

学
生
の
持
ち
物
に
つ
い
て

問　
「
児
童
生
徒
の
携
行
品
に
係

る
配
慮
に
つ
い
て
」
と
い
う
文
部

科
学
省
が
発
出
し
た
文
書
に
対
し

て
、
本
町
で
は
ど
の
よ
う
に
対
応

し
ま
し
た
か
。

教
育
部
長　
児
童
生
徒
の
携
行
品

の
重
さ
や
量
に
つ
い
て
は
、
平
成

30
年
9
月
、
国
か
ら
の
通
知
を
受

け
て
、
各
学
校
に
お
い
て
必
要
に

応
じ
て
適
切
な
配
慮
を
講
じ
て
お

り
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
へ
の
対
応

は問　
「
学
校
教
育
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
紙
の
教

科
書
の
一
部
を
デ
ジ
タ
ル
教
科
書

に
代
え
て
使
用
す
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
本
町
に

お
け
る
対
応
は
ど
う
で
す
か
。　
　
　

教
育
部
長　

国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
推
進

の
一
環
で
、
国
の
モ
デ
ル
事
業
に

よ
り
、
従
来
の
紙
の
教
科
書
と
併

用
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
小

学
校
高
学
年
や
中
学
校
に
お
い
て

一
部
の
教
科
で
導
入
し
て
お
り
ま

す
。

日本福祉大学とのこれからの
関係性について

包括協定書に基づき
今以上に関係を深めて参ります

令和5年9月7日令和5年9月7日

荒井　勝彦

教科書ページ数の推移

運動公園陸上競技場から見た日本福祉大学
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名
鉄
ダ
イ
ヤ
改
正
に
伴
う

対
策
に
つ
い
て

問　
町
と
し
て
の
対
応
策
は
。

町
長　
９
月
11
日
に
私
を
始
め
近

隣
の
町
長
と
議
長
、
日
本
福
祉
大

学
学
長
で
名
鉄
本
社
を
訪
問
し
ダ

イ
ヤ
改
正
に
つ
い
て
強
く
要
望
し

て
ま
い
り
ま
す
。

問　
富
貴
駅
の
窓
口
駅
員
が
不
在

問
題
も
要
望
し
ま
す
か
。

総
務
部
長　
富
貴
駅
が
無
人
化
さ

れ
る
こ
と
に
つ
い
て
も
、
高
齢
者
、

障
害
者
含
め
、
す
べ
て
の
利
用
者

の
安
全
が
確
保
で
き
る
よ
う
に
要

望
し
て
い
き
ま
す
。

問　
本
町
は
、
知
多
新
線
の
今
後

が
ど
う
な
る
と
考
え
ま
す
か
。

総
務
部
長　
今
回
の
改
正
以
上
に

利
用
し
に
く
く
な
ら
な
い
よ
う
、

知
多
奥
田
駅
前
に
建
設
中
の
運
動

公
園
を
中
心
に
、
電
車
で
美
浜
町

へ
訪
れ
交
流
人
口
を
増
加
で
き
る

よ
う
な
方
法
を
考
え
、
乗
客
増
加

に
努
め
、
継
続
維
持
及
び
以
前
の

よ
う
な
運
行
に
な
る
よ
う
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
近
隣
自
治
体
や
日
本
福
祉

大
学
と
協
力
し
て
要
望
活
動
を
続

け
て
い
き
ま
す
。

ご
み
減
量
化
に
伴
う
住
民

負
担
の
軽
減
策
に
つ
い
て

問　
他
市
町
と
の
ご
み
の
排
出
量

の
比
較
は
。　

環
境
課
長　
家
庭
系
可
燃
ご
み
の

排
出
量
は
、
２
市
３
町
の
中
で
南

知
多
町
の
次
に
多
く
、
下
か
ら
２

番
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問　
な
ぜ
年
中
無
休
の
エ
コ
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
を
作
ら
な
い
の
で
す
か
。

環
境
課
長　
年
中
無
休
の
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
と
な
る
と
、
直
営
に
し
ろ
、

業
務
委
託
に
し
ろ
、
多
額
の
費
用

が
掛
か
り
ま
す
の
で
、
財
政
的
に

余
裕
が
な
い
の
が
現
状
で
す
。

問　
ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー
を
歳
入

と
し
て
収
入
を
得
て
い
る
市
町
が

あ
り
ま
す
が
、
本
町
で
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。　

環
境
課
長　
令
和
４
年
度
の
実
績

で
は
、
ト
ン
５
５
０
円
で
販
売
し

収
入
と
し
て
い
ま
す
。

美
浜
町
巡
回
ミ
ニ
バ
ス
の
充

実
に
つ
い
て　
　

問　
巡
回
ミ
ニ
バ
ス
の
所
有
台
数

と
乗
車
人
数
は
。

企
画
課
長　
西
部
、
東
部
及
び
巡

回
コ
ー
ス
に
各
１
台
と
車
い
す
対

応
の
福
祉
車
両
１
台
の
合
計
４
台

で
、
令
和
４
年
度
の
乗
車
人
数
に

つ
き
ま
し
て
は
、
前
年
度
に
比
べ
、

６
０
３
０
人
増
加
し
ま
し
た
。

問　
巡
回
ミ
ニ
バ
ス
の
コ
ー
ス
増

設
の
考
え
は
。

企
画
課
長　
議
員
ご
提
案
の
東
部

と
西
部
の
直
行
便
に
つ
い
て
も
、

町
の
財
政
状
況
を
考
慮
し
な
が
ら
、

巡
回
ミ
ニ
バ
ス
の
増
設
も
検
討
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
武
豊
町
や
南
知
多
町
等

の
近
隣
自
治
体
へ
の
乗
り
入
れ
に

つ
い
て
も
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

調
査
・
研
究
を
し
て
い
き
ま
す
。

問　
広
告
収
入
を
得
る
考
え
は
。

企
画
課
長　
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

や
広
告
事
業
の
取
り
組
み
は
、
自

主
財
源
確
保
の
手
段
と
し
て
は
、

と
て
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
現
在
、
美
浜
町
広
告
掲
載
基
本

要
綱
に
基
づ
き
実
施
し
て
お
り
ま

す
が
、
巡
回
ミ
ニ
バ
ス
に
つ
い
て

も
、
今
後
、
掲
載
料
等
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問　
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
、
広
告

事
業
は
車
両
の
ど
の
部
分
へ
の
掲

載
を
検
討
し
、
町
外
事
業
者
も
可

能
で
す
か
。

企
画
課
長　
車
外
の
後
方
部
分
に

掲
示
で
き
れ
ば
と
検
討
し
て
い
ま

す
。
町
内
に
限
ら
ず
、
町
外
の
方

に
も
公
募
を
し
て
い
く
予
定
で
す
。

名鉄本社へ強く要望

ダイヤ改正後の町の対応策は

都筑　新悟

令和5年9月7日令和5年9月7日

混
在
さ
れ
た
ミ
ッ
ク
ス
ペ
ー
パ
ー
ご
み
袋



あいち・みはま議会だより 2023.11.1　No.17615

町政に対する一般質問町政に対する一般質問美浜町議会美浜町議会

	

問　
総
合
公
園
拡
張
事
業
の
予
定

変
更
を
検
討
し
て
い
ま
す
か
。　

町
長　
総
合
公
園
拡
張
事
業
に
つ

い
て
、
平
成
29
年
度
か
ら
着
手
し
、

こ
れ
ま
で
に
、
第
一
段
階
で
の
運

動
公
園
へ
土
砂
を
搬
入
す
る
た
め

の
造
成
工
事
が
終
わ
っ
て
お
り
、

ま
ず
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
１
面

を
計
画
し
て
い
ま
す
が
、
現
時
点

で
工
事
が
発
注
出
来
て
お
り
ま
せ

ん
。
運
動
公
園
整
備
を
進
め
る
中
、

改
め
て
総
合
公
園
拡
張
事
業
の
資

金
計
画
、
施
工
規
模
及
び
整
備
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
見
直
す
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
町
制
70
周
年
記
念
事
業
に
つ

い
て
具
体
案
は
あ
り
ま
す
か
。

町
長　
本
町
は
、
昭
和
30
年
４
月

に
河
和
町
と
野
間
町
が
合
併
後
昭

和
32
年
３
月
に
小
鈴
谷
町
上
野
間

地
区
が
編
入
し
、
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。
令
和
７
年
度
に
町
制
70

周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
令
和

６
年
４
月
に
役
場
内
に
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
作
り
、
記
念
事
業

等
の
実
施
や
事
業
内
容
の
検
討
を

進
め
て
い
く
予
定
で
す
の
で
、
現

時
点
で
は
具
体
的
な
案
は
確
定
し

て
い
ま
せ
ん
。

問　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
。

町
長　
令
和
４
年
度
は
、
合
計
４

４
５
５
件
、
総
額
９
９
５
２
万
６

千
円
の
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。
募

集
に
必
要
と
な
っ
た
総
コ
ス
ト

４
８
１
４
万
８
千
円
を
引
い
た
利

益
額
は
、
５
１
３
７
万
８
千
円
と

な
り
ま
す
。

　
寄
付
金
額
、
コ
ス
ト
、
流
出
額

及
び
交
付
税
措
置
額
を
差
し
引
き

し
ま
す
と
、
３
９
９
８
万
円
の
黒

字
と
な
り
ま
し
た
。

　

返
礼
品
開
発
に
つ
い
て
現
在
、

29
事
業
所
の
ご
協
力
を
頂
き
寄
付

金
額
に
応
じ
た
１
３
６
品
目
の
返

礼
品
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
外
か
ら
の
方
が
飲
食

店
等
の
店
頭
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
利
用
し
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
手

続
き
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
返
礼

品
と
し
て
電
子
商
品
券
を
発
行
す

る
取
扱
い
を
始
め
ま
し
た
。

　
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
、
町
外
の
多
く

の
方
に
関
心
を
得
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
８
つ
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
を
利
用
し
て
、
ふ
る
さ
と
納
税

の
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

問　
美
浜
町
歴
史
か
る
た
の
活
用

は
。

教
育
部
長　
美
浜
町
歴
史
か
る
た

は
、
本
町
職
員
が
自
費
で
製
作
・

執
筆
し
た
か
る
た
と
解
説
書
で
す
。

製
作
者
か
ら
美
浜
町
の
歴
史
教
育

の
た
め
に
、
か
る
た
37
セ
ッ
ト
、

解
説
書
19
冊
が
、
町
に
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。
町
内
の
小
中
学
校
、
適

応
指
導
教
室
、
図
書
館
に
配
付
し

て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
別
で
製
作

者
か
ら
児
童
館
や
美
浜
町
社
会
福

祉
協
議
会
、
町
内
の
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
に
も
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
学
校
、
図
書
館
、

任
意
団
体
等
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、

製
作
者
本
人
が
出
向
い
て
、
歴
史

か
る
た
を
通
し
て
本
町
の
歴
史
の

講
座
・
説
明
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
よ
り
多
く
の
人
々
に
本

町
の
歴
史
に
興
味
、
関
心
を
も
っ

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
子
ど
も

た
ち
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
世

代
間
で
、
多
世
代
交
流
の
ツ
ー
ル

と
し
て
も
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
機

会
あ
る
ご
と
に
歴
史
か
る
た
を
広

く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

総合公園拡張事業について

運動公園整備を進める中で見直しを検討

令和5年9月7日令和5年9月7日

野田　謙弥

美
浜
町
歴
史
か
る
た

60
周
年
山
車
ま
つ
り
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問　
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
の
成
果
は
。

町
長　
あ
い
ち
美
浜
町
観
光
協
会

の
主
催
に
よ
り
、
８
月
26
日(

土)

、

27
日(

日)

の
２
日
間
、
本
年
度
の

美
浜
海
遊
祭
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

世
界
の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
が
集
合
し
、

総
勢
21
台
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
集

ま
っ
た
「
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
ジ
ャ
ム

㏌
美
浜
２
０
２
３
」
が
、
南
知
多

ビ
ー
チ
ラ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
、
多

く
の
方
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

成
果
と
し
ま
し
て
は
、
26
日

(

土)

２
６
０
０
人
、
27
日(

日)

２
６
０
０
人
の
合
計
５
２
０
０
人

の
方
が
来
場
さ
れ
、
地
域
の
活
性

化
に
寄
与
で
き
た
も
の
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
今
後
に
お
き
ま
し
て

も
、
観
光
協
会
等
と
連
携
を
図
り
、

積
極
的
に
交
流
人
口
の
増
加
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

問　
初
め
て
奥
田
地
区
で
花
火
を

上
げ
た
が
反
響
は
ど
う
で
し
た
か
。

産
業
課
長　
今
回
は
花
火
大
会
の

位
置
づ
け
で
は
な
く
、
フ
ィ
ナ
ー

レ
の
花
火
と
し
て
10
分
間
６
５
０

発
ほ
ど
の
打
ち
上
げ
で
し
た
。

　
５
号
玉
等
高
い
位
置
に
打
ち
上

げ
ら
れ
た
花
火
で
あ
っ
た
た
め
、

広
範
囲
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
ト
ラ
ブ
ル
や
苦
情
・

交
通
渋
滞
等
特
に
な
く
、
大
変
評

判
が
良
か
っ
た
と
聞
い
て
ホ
ッ
と

し
て
お
り
ま
す
。

新
た
な
試
み

問　
町
内
の
活
性
化
を
図
る
た
め

の
計
画
は
。

町
長　
「
第
54
回
住
友
生
命
バ
イ

タ
リ
テ
ィ
レ
デ
ィ
ス
東
海
ク
ラ

シ
ッ
ク
」
で
は
、
あ
い
ち
美
浜
町

観
光
協
会
が
「
美
浜
町
に
泊
ま
っ

て
ゴ
ル
フ
観
戦
を
し
よ
う
」
と
い

う
町
内
宿
泊
パ
ッ
ク
を
新
た
な
試

み
と
し
て
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

み
は
ま
山
車
ま
つ
り
に

つ
い
て

問　
名
鉄
知
多
新
線
の
利
用
客
を

増
や
す
た
め
の
施
策
と
し
て
、
町

制
70
周
年
事
業
で
以
前
も
実
施
し

た
「
山
車
ま
つ
り
」
を
ぜ
ひ
、
運

動
公
園
か
南
知
多
ビ
ー
チ
ラ
ン
ド

で
開
催
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
が
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

企
画
課
長　
現
在
、
70
周
年
記
念

事
業
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
に
決

定
し
て
い
る
事
業
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
が
、
ご
提
案
い
た
だ
き
ま
し
た
、

山
車
ま
つ
り
の
開
催
場
所
や
運
営

方
法
を
始
め
、
そ
の
ほ
か
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
に
つ
い
て
も
、
今
後
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

災
害
時
の
避
難
所
整
備
に

つ
い
て

問　
総
合
公
園
体
育
館
の
避
難
所

と
し
て
使
用
さ
れ
る
部
分
の
、
天

井
材
や
照
明
器
具
、
内
外
装
材
の

落
下
な
ど
を
防
ぐ
非
構
造
部
材
の

耐
震
化
は
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

教
育
部
長　
平
成
23
年
に
発
生
し

ま
し
た
東
日
本
大
震
災
で
は
、
体

育
館
な
ど
の
建
築
物
に
お
い
て
天

井
が
脱
落
し
、
甚
大
な
被
害
が
生

じ
た
た
め
、
天
井
の
脱
落
対
策
に

係
る
基
準
が
建
築
基
準
法
で
新
た

に
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
総
合
公
園
体
育
館
で

は
、
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
、
サ
ブ
ア

リ
ー
ナ
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

が
脱
落
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
天
井
に
該
当
し
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
の
天
井
の
脱
落
対
策
に
つ

き
ま
し
て
は
、
未
着
手
で
あ
る
た

め
令
和
７
年
度
の
着
手
に
向
け
、

現
在
、
調
査
等
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

２日間で5200人が来場

ソウルフードジャム㏌美浜の成果は

廣澤　毅

令和5年9月7日令和5年9月7日

ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
ジ
ャ
ム
㏌
美
浜
２
０
２
３

総
合
公
園
体
育
館
と
そ
の
天
井
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問　
中
学
校
の
令
和
４
年
度
の
部

活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て
。

　
両
中
学
校
に
、
ど
の
よ
う
な
部

活
動
が
あ
り
ま
す
か
。

教
育
部
長　
河
和
中
学
校
に
お
き

ま
し
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
部
は
、
陸

上
競
技
、
卓
球
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
軟
式

野
球
、
サ
ッ
カ
ー
、
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
の
７
競
技
、
文
化
部
は
、
吹
奏

楽
部
、
美
術
家
庭
部
の
２
部
が
活

動
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
野
間
中
学
校
に
お
き
ま

し
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
部
は
、
卓

球
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
軟
式
野
球
、

サ
ッ
カ
ー
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
、
剣
道
の
７
競
技
、

文
化
部
は
、
合
唱
部
、
創
作
園
芸

部
の
２
部
が
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

問　
地
域
移
行
を
推
進
す
る
に
あ

た
り
、
ど
の
よ
う
な
点
が
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
か
。

教
育
部
長　
部
活
動
の
地
域
移
行

は
、
指
導
者
で
あ
る
学
校
教
員
の

業
務
負
担
の
軽
減
や
少
子
化
に
よ

り
生
徒
数
が
減
り
、
活
動
の
存
続

が
危
ぶ
ま
れ
る
部
が
増
え
て
き
て

い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
公
立
中
学

校
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
教
員
が

受
け
持
っ
て
い
た
休
日
の
部
活
動

の
指
導
を
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
や
民
間
企
業
、
競
技
団
体
な

ど
、
外
部
の
団
体
に
移
行
す
る
改

革
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
地
域

へ
移
行
す
る
に
あ
た
り
、
受
け
皿

と
な
る
団
体
の
確
保
、
指
導
者
の

人
材
確
保
、
体
育
館
や
グ
ラ
ウ
ン

ド
な
ど
の
施
設
確
保
、
大
会
の
在

り
方
、
会
費
や
保
険
の
在
り
方
な

ど
、
様
々
な
課
題
が
ご
ざ
い
ま
す
。

問　
現
状
、
ど
の
よ
う
な
協
力
体

制
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

教
育
部
長　
地
域
移
行
を
推
進
し

て
い
く
た
め
に
は
、
地
域
住
民
や

保
護
者
、
各
種
団
体
等
と
連
携
し
、

取
組
の
趣
旨
や
、
ね
ら
い
を
理
解

し
て
も
ら
う
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
現
在
、

教
育
委
員
会
の
職
員
で
組
織
し
て

い
る
部
活
動
地
域
移
行
検
討
準
備

委
員
会
が
あ
り
ま
す
が
、
今
後
は
、

各
種
団
体
や
日
本
福
祉
大
学
等
の

関
係
者
で
組
織
す
る
「
部
活
動
地

域
移
行
検
討
委
員
会
」
を
発
足
し
、

部
活
動
の
地
域
移
行
推
進
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

問　
町
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
と

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
現
状
は
。

教
育
部
長　

国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
実
現
に
向
け
て
、
令

和
２
年
度
に
す
べ
て
の
小
中
学
校

に
お
い
て
整
備
し
ま
し
た
１
人
１

台
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
に
つ
い
て

は
、
様
々
な
教
科

で
幅
広
く
使
用
し

て
お
り
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
調
べ

学
習
で
、
何
か
調

べ
た
い
と
き
に
す

ぐ
手
元
の
端
末
で

調
べ
ら
れ
、
理
科

の
授
業
で
、
写
真

を
撮
っ
て
そ
れ
を

詳
し
く
観
察
で
き

ま
す
。
道
徳
の
授

業
で
は
、
自
分
の

考
え
を
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
で
入
力

し
、
ク
ラ
ス
全
員

の
意
見
を
す
ぐ
に

集
計
し
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
体
育
の
授
業
で
は
、
走
っ
て

い
る
動
画
を
撮
影
し
、
そ
れ
を
見

な
が
ら
フ
ォ
ー
ム
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
な
ど
、
各
学
校
現
場
に
お

い
て
、
そ
の
学
習
効
果
を
検
証

し
な
が
ら
活
用
し
て
お
り
、
児

童
生
徒
の
理
解
度
は
深
ま
っ
て

い
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今後の部活動とＧＩＧＡスクールは

輝く子どもたちのために

令和5年9月7日令和5年9月7日

橋場　友昭

河
和
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
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問　
運
動
公
園
整
備
事
業
及
び
総

合
公
園
拡
張
事
業
に
お
け
る
起
債

の
償
還
計
画
は
。

町
長　
都
市
計
画
税
、
都
市
計
画

事
業
基
金
、
国
の
交
付
金
及
び
起

債
を
財
源
に
、
資
金
計
画
を
立
て

整
備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
事
業

が
完
成
す
る
令
和
10
年
度
ま
で
に

約
25
億
の
起
債
を
し
、
29
年
ま
で

に
平
均
で
毎
年
１
億
円
を
償
還
す

る
予
定
で
す
。

問　
運
動
公
園
整
備
事
業
・
総
合

公
園
拡
張
事
業
の
ど
ち
ら
を
優
先

し
て
進
め
る
の
か
。

都
市
整
備
課
長　

供
用
開
始
が

迫
っ
て
い
る
運
動
公
園
整
備
事
業

を
先
に
進
め
て
行
き
ま
す
。
総
合

公
園
拡
張
事
業
は
、
町
民
第
２
グ

ラ
ン
ド
の
代
替
地
に
な
る
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
場
１
面
を
整
備
し
、
そ

の
後
は
整
備
内
容
と
整
備
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
見
直
し
、
改
め
て
資

金
計
画
を
定
め
て
行
き
ま
す
。

問　
小
中
一
貫
校
建
設
に
お
け
る

起
債
の
償
還
計
画
は
。

町
長　
小
中
一
貫
校
建
設
に
係
る

総
事
業
費
の
財
源
内
訳
は
、
国
庫

負
担
金
、
基
金
、
起
債
及
び
一
般

財
源
と
な
り
ま
す
。
現
在
、
建
設

予
定
地
や
事
業
費
が
決
定
し
て
お

ら
ず
、
具
体
的
な
金
額
を
説
明
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
起
債
に

つ
い
て
は
、
学
校
教
育
施
設
等
整

備
事
業
債
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
学
校
教
育
施
設
等
整
備
事
業

債
は
国
庫
負
担
対
象
と
な
る
建
物

に
対
し
て
は
90
％
、
用
地
取
得
造

成
に
つ
い
て
も
90
％
、
負
担
対
象

外
と
な
る
単
独
事
業
費
の
建
物
に

対
し
て
は
75
％
の
起
債
が
可
能
で

す
。

教
育
部
長　
国
庫
負
担
対
象
と
な

る
建
物(

学
校)

は
建
設
す
る
場
合
、

学
級
数
と
児
童
生
徒
数
に
応
じ
た
、

教
育
を
行
う
の
に
必
要
最
低
限
の

基
準
面
積
と
基
準
建
設
単
価
の
２

つ
の
要
件
に
よ
り
負
担
対
象
と
な

る
工
事
費
が
算
定
さ
れ
ま
す
。
国

の
基
準
以
上
の
大
き
さ
や
豪
華
な

も
の
に
つ
い
て
は
、
国
庫
負
担
対

象
に
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問　
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
の
運

営
等
に
関
す
る
日
本
福
祉
大
学
と

の
協
議
は
。

町
長　
令
和
４
年
４
月
よ
り
、
知

多
奥
田
駅
の
高
架
下
に
共
同
開
設

し
た
「
み
は
ま
ス
ポ
ー
ツ
ま
ち
づ

く
り
推
進
室
」
に
お
い
て
、
大
学

と
連
携
し
供
用
開
始
以
後
の
経
営

組
織
や
運
営
方
法
の
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
。
供
用
開
始
後
の
利
活

用
に
つ
い
て
は
、
大
学
施
設
等
を

利
用
し
て
新
た
な
合
宿
誘
致
対
策

や
奥
田
駅
前
の
立
地
を
生
か
し
た

大
会
誘
致
等
、
関
係
団
体
に
対
し

大
学
と
共
同
で
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

企
画
課
長　
経
営
組
織
や
運

営
方
法
に
つ
い
て
は
、
美
浜

町
と
日
本
福
祉
大
学
が
中
心

と
な
り
、
商
工
会
や
観
光
協

会
、
ス
ポ
ー
ツ
協
会
、
民
間

企
業
の
参
画
が
必
要
不
可
欠

で
す
。
す
べ
て
の
関
係
団
体

と
協
力
し
て
オ
ー
ル
美
浜
の

体
制
で
行
え
る
よ
う
経
営
組

織
の
立
ち
上
げ
に
ス
ポ
ー
ツ

ま
ち
づ
く
り
推
進
室
で
検
討

し
て
い
ま
す
。
ま
た
運
営
に

つ
い
て
は
、
将
来
的
に
は
自

立
し
た
運
営
が
で
き
る
よ
う
、

今
年
度
よ
り
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

国
家
構
想
交
付
金
を
活
用
し
、
10

月
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
と
英
語
を
掛
け

合
わ
せ
５
感
を
使
っ
た
、「
イ
ン

グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ス
ポ
ー
ツ
・
キ
ャ

ン
プ
」
事
業
や
対
外
的
に
は
、
美

浜
の
魅
力
発
信
の
た
め
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ

発
信
や
ビ
ジ
ョ
ン
ブ
ッ
ク
を
作
成

し
、
合
宿
誘
致
の
基
本
構
築
に
活

用
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

＊
起
債
（
借
入
金
）

＊
償
還
金
（
返
済
金
）

事業に対して、しっかりとした
資金計画を立て整備を進めている

美浜町の今後の
財政シミュレーションは

大岩　靖

令和5年9月7日令和5年9月7日
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美
浜
町
運
動
公
園
整
備
事

業
費
の
概
要
に
つ
い
て

問　
現
在
の
状
況
と
全
て
の
工
事

が
完
了
す
る
令
和
９
年
度
ま
で
の

建
設
費
の
試
算
を
伺
い
ま
す
。

町
長　
一
時
的
な
工
事
中
断
に
よ

る
期
間
の
延
長
、
事
業
を
進
め
る

中
で
の
追
加
工
事
並
び
に
建
設
資

材
や
燃
油
価
格
の
高
騰
、
人
件
費

の
上
昇
に
よ
り
、
現
時
点
に
お
い

て
当
初
よ
り
１
割
程
増
加
し
約

50
億
円
に
な
る
見
込
み
で
す
。

問　
建
設
費
が
増
額
し
た
場
合
の

財
源
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長　
本
年
度
ま
で
の
実
績
に
お

い
て
、
国
の
交
付
金
は
試
算
よ
り

多
く
交
付
さ
れ
て
お
り
、
事
業
費

の
増
額
分
に
つ
き
ま
し
て
も
交
付

金
獲
得
を
目
指
し
て
お
り
、
資
金

計
画
は
成
り
立
つ
見
込
み
を
し
て

お
り
ま
す
。

問　
借
入
金
返
済
計
画
、
ま
た
返

済
に
伴
う
都
市
計
画
税
の
今
後
の

税
収
見
込
み
を
伺
い
ま
す
。

町
長　
返
済
期
間
は
そ
れ
ぞ
れ
20

年
、
年
間
返
済
額
は
最
大
１
億
９

千
万
円
程
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

財
源
と
な
る
都
市
計
画
税
に
つ
い

て
は
、
令
和
４
年
度
決
算
額
が
約

１
億
６
千
３
百
万
円
で
、
年
々
減

収
傾
向
で
、
都
市
計
画
事
業
基
金

を
取
り
崩
す
こ
と
で
返
済
計
画
は

成
り
立
つ
見
込
み
を
し
て
お
り
ま

す
。

問　
維
持
管
理
費
、
運
営
費
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

町
長　
現
時
点
で
は
、
完
成
し
た

施
設
の
光
熱
費
、
通
信
運
搬
費

及
び
施
設
保
守
点
検
委
託
料
等

の
経
費
、
今
度
の
人
件
費
や
燃

料
費
の
高
騰
を
踏
ま
え
ま
す
と

２
千
５
百
万
円
程
は
必
要
と
試
算

し
て
お
り
ま
す
。
運
営
費
に
つ
き

ま
し
て
は
、
日
本
福
祉
大
学
と
連

携
し
経
営
組
織
や
運
営
方
法
の
検

討
を
進
め
る
と
伴
に
交
付
金
を
活

用
し
、
専
門
家
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
意
見
を
参
考
に
進
め
て
お
り

ま
す
。

問　
経
済
効
果
の
試
算
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

町
長　
運
動
公
園
を
利
用
し
た
場

合
の
直
接
消
費
額
が
９
千
６
百
万

円
、
経
済
効
果
と
し
て
は
２
億
２

千
万
円
の
試
算
。
来
年
度
オ
ー
プ

ン
後
は
、
実
際
の
利
用
者
数
等
を

把
握
し
効
果
の
検
証
や
今
後
の
対

策
を
考
え
て
参
り
ま
す
。

問　
今
後
、
運
動
公
園
、
総
合
公

園
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
道
路
等
必
要

と
さ
れ
る
周
辺
整
備
計
画
と
そ
の

財
源
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長　
大
変
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
整

備
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
財
源
と

し
ま
し
て
は
、
国
・
県
の
補
助
金

の
他
は
一
般
財
源
を
充
て
る
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
他
の
大
型
事

業
の
進
捗
状
況
な
ど
考
慮
し
な
が

ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

道
路
管
理
に
つ
い
て

問　
交
通
障
害
と
思
わ
れ
る
越
境

し
た
樹
木
、
ま
た
冠
水
の
恐
れ
、

排
水
の
悪
さ
、
道
路
舗
装
等
に
関

す
る
通
報
、
苦
情
は
多
々
あ
る
と

思
い
ま
す
が
、
町
の
対
策
、
対
応

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長　
国
道
、
県
道
に
つ
い
て
は
、

管
理
が
愛
知
県
で
あ
り
ま
す
の
で
、

連
絡
が
あ
れ
ば
、
職
員
が
現
地
確

認
後
、
愛
知
県
知
多
建
設
事
務
所

へ
通
報
し
て
お
り
ま
す
。

問　

知
る
限
り
の
町
道
に
関
し
、

越
境
し
た
樹
木
は
さ
ら
に
危
険
道

路
化
し
て
い
る
と
感
じ
ま
す
が
、

町
の
判
断
は
。

建
設
課
長　
ご
連
絡
を
頂
け
れ
ば

現
地
を
確
認
し
、
地
権
者
へ
枝
払

い
等
依
頼
を
致
し
ま
す
。

問　
大
き
な
事
故
等
が
生
じ
た
場

合
は
、
町
の
管
理
責
任
が
問
わ
れ

る
と
思
い
ま
す
が
。

建
設
課
長　
道
路
管
理
が
不
十
分

で
あ
る
こ
と
が
原
因
で
事
故
等
が

起
き
た
場
合
、
町
の
責
任
を
問
わ

れ
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
。

運動公園建設費

約50億円
森川　元晴

令和5年9月8日令和5年9月8日

町道奥田・河和線
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問　
本
年
度
は
、
令
和
６
年
度
か

ら
３
年
間
の
第
９
期
介
護
保
険
事

業
計
画
を
策
定
す
る
年
で
す
。

　
最
近
の
電
気
代
や
食
料
品
な
ど

の
物
価
高
騰
で
高
齢
者
の
生
活
は

苦
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
介
護
保
険
加
入
者
の
負
担
軽
減

を
図
る
た
め
に
保
険
料
の
引
き
下

げ
は
急
務
で
す
。

　
令
和
４
年
度
末
の
介
護
給
付
費

準
備
基
金
残
高
は
い
く
ら
で
す
か
。

町
長　
令
和
４
年
度
で
積
み
立
て

た
金
額
は
、
５
１
７
１
万
７
千
円

で
、
基
金
残
高
は
、
４
億
２
７
３

９
万
５
千
円
で
す
。

問　
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画

策
定
に
向
け
て
、
保
険
給
付
費
の

増
減
に
つ
な
が
る
制
度
改
正
や
加

入
者
状
況
な
ど
に
変
更
は
あ
り
ま

す
か
。

町
長　
現
在
ま
で
に
国
か
ら
の
制

度
改
正
等
の
通
知
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

２
０
２
５
年
に
は
、
高
齢
者

人
口
（
65
歳
以
上
人
口
）
が
、

６
９
５
０
人
に
達
す

る
見
込
み
で
、
後
期

高
齢
者
人
口
（
75
歳

以
上
人
口
）
の
割
合

は
、
２
０
２
０
年
に

51
％
だ
っ
た
も
の
が
、

２
０
２
５
年
に
は
58

％
に
、
２
０
３
０
年

に
は
60
％
に
な
る
見

込
み
で
す
。

問　
介
護
給
付
費
準

備
基
金
の
残
高
が
高

額
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。
適
正
規
模
の

基
金
残
高
を
残
し
、

取
崩
す
こ
と
に
よ
り
保
険
料
を
引

き
下
げ
る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

町
長　
介
護
保
険
事
業
運
営
の
安

定
化
を
考
慮
し
、
基
金
の
取
崩
し

に
よ
り
、
保
険
料
の
引
き
下
げ
を

考
え
て
い
き
ま
す
。

子
ど
も
医
療
費
の
拡
充
を

問　
本
町
で
は
４
月
か
ら
18
歳
ま

で
の
入
院
医
療
費
の
助
成
を
始
め

ま
し
た
。
し
か
し
、
県
内
で
は
、

18
歳
ま
で
の
入
院
通
院
医
療
費
の

助
成
を
行
う
自
治
体
が
増
え
て
き

て
い
ま
す
。

　
知
多
管
内
で
来
年
度
拡
充
を
検

討
し
て
い
る
自
治
体
は
あ
り
ま
す

か
。

町
長　
知
多
管
内
に
お
い
て
、
半

田
市
、
東
海
市
、
大
府
市
、
南
知

多
町
、
武
豊
町
の
５
市
町
は
、
す

で
に
18
歳
ま
で
の
入
院
通
院
医
療

費
の
助
成
を
し
て
お
り
、
来
年
度

に
18
歳
ま
で
の
入
院
通
院
医
療
費

の
拡
充
を
検
討
し
て
い
る
の
は
、

常
滑
市
、
阿
久
比
町
、
東
浦
町
の

３
市
町
で
す
。

問　
18
歳
ま
で
の
通
院
医
療
費
の

助
成
を
拡
充
し
た
場
合
、
い
く
ら

予
算
の
増
額
が
必
要
で
す
か
。

住
民
課
長　
約
１
５
０
０
万
円
必

要
と
な
り
ま
す
。

問　
本
町
も
18
歳
ま
で
の
通
院
医

療
費
助
成
を
始
め
る
考
え
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

町
長　

国
や
県
に
制
度
の
創
設
、

拡
充
や
財
政
支
援
を
要
望
す
る
と

と
も
に
知
多
管
内
の
市
町
の
動
向

を
踏
ま
え
、
来
年
度
の
実
施
を
視

野
に
い
れ
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問　
知
多
管
内
で
最
後
の
１
自
治

体
に
な
ら
な
い
よ
う
に
早
期
に
実

施
す
る
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

町
長　
来
年
度
の
予
算
に
計
上
し

て
い
き
た
い
で
す
。

基金の取崩しにより、
保険料の引き下げを考えていく

令和６年度からの計画で
介護保険料の引き下げを

茶谷　佳宏

令和5年9月8日令和5年9月8日

平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度
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日
本
福
祉
大
学
と
の
連
携
は

問　

日
本
福
祉
大
学
の
今
後
の

キ
ャ
ン
パ
ス
展
開
が
発
表
さ
れ
ま

し
た
。
美
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い

て
は
、
本
町
が
進
め
る
小
中
一
貫

校
の
計
画
に
関
わ
り
、
保
育
園
か

ら
大
学
ま
で
が
あ
る
町
と
し
て
美

浜
町
を
教
育
・
保
育
の
先
進
地
域

と
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く

と
の
内
容
で
し
た
。
こ
の
構
想
に

つ
い
て
町
の
考
え
は
。

町
長　
教
育
・
保
育
、
ス
ポ
ー
ツ

科
学
に
お
け
る
先
進
的
な
取
り
組

み
を
進
め
る
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て

地
域
の
活
性
化
を
寄
与
す
る
こ
と

を
目
指
し
、
地
域
政
策
と
連
動
し

た
ス
ポ
ー
ツ
に
お
け
る
ま
ち
づ
く

り
と
本
町
と
日
本
福
祉
大
学
が
連

携
・
協
力
し
て
取
り
組
む
こ
と
に

よ
り
、
本
町
の
目
指
す
「
ス
ポ
ー

ツ
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
ま

た
他
地
域
に
な
い
「
特
色
あ
る
学

校
教
育
の
充
実
」
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問　
小
中
一
貫
校
建
設
場
所
の
検

討
状
況
は
。

町
長　
現
在
、
既
存
の
学
校
施
設

の
活
用
も
含
め
、
土
地
の
利
用
規

制
や
関
係
法
令
な
ど
調
査
し
複
数

の
候
補
地
に
つ
い
て
、
庁
内
の
部

局
を
超
え
た
横
断
的
な
組
織
で
あ

り
ま
す
「
学
校
再
編
推
進
委
員

会
」
に
お
い
て
調
査
研
究
を
し
て

お
り
ま
す
。
お
お
よ
そ
の
場
所
に

つ
き
ま
し
て
は
、
①
町
の
中
心
部

エ
リ
ア
、
②
日
本
福
祉
大
学
に
近

い
西
部
エ
リ
ア
、
③
最
も
人
口
の

集
中
し
て
い
る
河
和
地
区
に
近
い

東
部
エ
リ
ア
、
３
つ
の
エ
リ
ア
の

中
か
ら
、
さ
ら
に
具
体
的
な
複
数

の
候
補
地
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

問　
小
中
一
貫
校
の
建
設
予
定
金

額
は
ど
れ
く
ら
い
を
見
込
ん
で
お

り
ま
す
か
。

町
長　
ま
だ
担
当
レ
ベ
ル
で
詰
め

た
わ
け
で
は
な
い
が
、
私
が
思
っ

て
い
る
の
は
70
億
ぐ
ら
い
か
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
土
地

を
取
得
す
る
予
算
が
な
い
の
で
、

土
地
取
得
金
額
が
少
な
く
て
す
む

場
所
を
考
え
て
い
ま
す
。

問　
小
中
一
貫
校
の
次
の
説
明
会

予
定
は
い
つ
頃
で
す
か
。

町
長　
ま
だ
調
整
が
図
ら
れ
て
い

な
い
た
め
調
整
す
る
の
に
、
１
～

２
ヶ
月
か
か
る
と
思
い
ま
す
。
ま

た
広
報
等
で
お
知
ら
せ
を
し
、
今

年
度
中
に
は
開
催
し
ま
す
。

ア
サ
リ
の
漁
獲
量
の
激
減
に

つ
い
て

問　
か
つ
て
潮
干
狩
り
は
本
町
の

主
要
な
観
光
事
業
で
、
春
先
か
ら

夏
に
か
け
て
多
く
の
観
光
客
が
押

し
寄
せ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
ア
サ

リ
だ
け
で
な
く
海
苔
に
は
色
落
ち

が
見
ら
れ
、
美
浜
の
海
産
物
が
重

大
な
危
機
に
瀕
し
て
い
ま
す
。
こ

の
事
に
対
し
て
の
町
の
対
策
は
何

を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

町
長　
ア
サ
リ
の
稚
貝
放
流
、
海

苔
生
育
の
た
め
に
潮
通
り
を
良
く

す
る
漁
場
改
良
事
業
の
補
助
、
ア

サ
リ
の
ブ
ラ
ン
ド
化
及
び
海
苔
の

商
品
開
発
や
販
売
促
進
な
ど
、
県
、

漁
協
等
と
模
索
し
つ
つ
進
め
て
お

り
ま
す
。

問　
海
が
き
れ
い
に
な
り
す
ぎ
て

栄
養
が
不
足
し
、
ア
サ
リ
や
海
苔

に
影
響
を
し
て
い
る
の
で
は
な
い

の
で
す
か
。
水
産
研
究
所
が
水
中

の
リ
ン
や
窒
素
な
ど
の
減
少
が
原

因
で
は
な
い
か
と
新
聞
発
表
が
あ

り
ま
し
た
が
何
か
対
策
は
あ
り
ま

す
か
。

産
業
課
長　
矢
作
川
浄
化
セ
ン
タ

ー
と
豊
川
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
下
水

道
の
放
流
中
窒
素
と
リ
ン
の
濃
度

を
国
の
規
制
値
上
限
ま
で
緩
和
し

た
結
果
、
ア
サ
リ
、
海
苔
に
非
常

に
有
効
で
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

問　
栄
養
塩
の
取
り
組
み
な
ど
何

か
有
効
な
事
例
な
ど
あ
り
ま
す
か
。

産
業
課
長　
兵
庫
県
淡
路
市
で
は
、

た
め
池
内
の
腐
葉
土
に
窒
素
や
リ

ン
な
ど
栄
養
分
が
多
く
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
農
業
者
と
漁
業
者

が
連
携
を
図
り
、
た
め
池
の
水
を

一
斉
に
放
流
す
る
こ
と
で
冬
場
の

海
の
栄
養
塩
減
少
を
抑
制
す
る
方

法
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

野田　増男
他地域にない特色ある学校教育の充実

小中学校再編について

令和5年9月8日令和5年9月8日
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都
筑　
新
悟

茶
谷　
佳
宏

大
嵜　
暁
美

丸
田　
博
雅

橋
場　
友
昭

野
田　
謙
弥

中
須
賀　
敬

森
川　
元
晴

廣
澤　
　
毅

荒
井　
勝
彦

大
岩　
　
靖

野
田　
増
男

　令和５年   第３回　定例会（９月）
議　　　案　　　件　　　名

町
長
提
出
議
案
16
件

専決処分事項の報告について － － － － － － － － － － － － － －
専決処分事項の報告について － － － － － － － － － － － － － －
美浜町教育委員会委員の任命について － 同意 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
専決処分事項の報告承認について － 承認 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
美浜町水道事業給水条例の一部を改正する条例について 総産 可決 〇 × － 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
令和5年度美浜町一般会計補正予算（第4号） 各 可決 ○ × － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○
令和5年度美浜町国民健康保険特別会計補正予算（第2号） 文厚 可決 ○ 〇 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○
令和5年度美浜町介護保険特別会計補正予算（第2号） 文厚 可決 ○ 〇 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○
令和4年度美浜町一般会計歳入歳出決算認定について 各 認定 ○ × － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○
令和4年度美浜町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 文厚 認定 ○ 〇 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○
令和4年度美浜町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 文厚 認定 ○ 〇 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○
令和4年度美浜町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 文厚 認定 ○ 〇 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○
令和4年度美浜町土地取得特別会計歳入歳出決算認定について 総産 認定 ○ 〇 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○
令和4年度美浜町農業集落家庭排水処理施設特別会計歳入歳出決算認定について 総産 認定 ○ 〇 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○
令和4年度美浜町水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 総産 認定 × 〇 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○
美浜町運動公園陸上競技場用器具物品売買契約の締結について － 可決 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議員提
出議案
１件
定数改善計画の早期策定・実施と義務教育費国庫負担制度の堅持及
び拡充を求める意見書について － 可決 ○ 〇 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○

付託委員会 … 総産→総務産業常任委員会に付託、文厚→文教厚生常任委員会に付託、各→両常任委員会に分割付託
○は賛成　×は反対 　「欠」は欠席 　「退」は退席により採決不参加　※大嵜　暁美 議長は採決に加わりません。

編　
集　
後　
記　

　
春
祭
り
か
ら
、夏
に
は
盆
踊
り
花
火

と
、各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
が
開
催
さ

れ
て
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
よ
く
聞
か
れ

た
か
と
思
い
ま
す
。議
会
も
マ
ス
ク
な
し

消
毒
な
し
と
顔
を
見
せ
て
の
会
議
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　
９
月
議
会
に
は
、多
く
の
決
算
、予
算

が
審
議
さ
れ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。一般

質
問
も
９
名
の
議
員
が
様
々
な
質
問
を

行
い
今
の
行
政
に
聞
き
た
い
こ
と
を
伝

え
し
っ
か
り
と
聞
け
ま
し
た
。

　
編
集
後
記
に
あ
た
り
、元
気
人
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
お
も
ち
ゃ
図
書
館
の

皆
様
に
感
謝
と
と
も
に
、今
後
も
町
民
の

み
な
さ
ん
に
分
か
り
や
す
い
議
会
広
報

誌
の
作
成
を
し
て
参
り
ま
す
。次
号
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。　　
　

（
橋
場　
友
昭
）

公式ホームページ

★�みはま議会だよりは、スマートフォンアプリ「マチイロ」で
も見ることができます。「みはま議会だより」 は、美浜町議
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遊
び
や
お
も
ち
ゃ
は

遊
び
や
お
も
ち
ゃ
は

子
ど
も
た
ち
の
心
の
栄
養

子
ど
も
た
ち
の
心
の
栄
養

お
も
ち
ゃ
キ
ャ
ラ
バ
ン

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
う
み
は
」さ
ん

　
子
ど
も
の
体
や
心
を
育
て
る
遊
び
を
伝
え
る

こ
と
、
お
も
ち
ゃ
を
介
し
て
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
集
え
る
と
こ
ろ
、
そ
ん
な
場
を
作
っ

て
い
き
た
い
と
、
２
０
１
３
年
創
設
。
現
在
会

員
は
14
名
。

　

美
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の
「
お
も

ち
ゃ
図
書
館
う
み
は
」
に
協
力
し
、
お
も
ち
ゃ

図
書
館
開
館
業
務
や
「
お
も
ち
ゃ
の
縁
日
」
な

ど
の
企
画
を
担
当
す
る
ほ
か
、
依
頼
を
受
け
て
、

お
も
ち
ゃ
と
簡
単
な
工
作
、
絵
本
、
大
型
紙
芝

居
を
持
っ
て
、
訪
問
す
る
「
お
も
ち
ゃ
キ
ャ
ラ

バ
ン
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

お
も
ち
ゃ
図
書
館

専
用
の
部
屋
が
欲
し
い
！

　
現
在
、
お
も
ち
ゃ
図
書
館

は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
会

議
室
で
開
催
し
て
い
る
た
め
、

倉
庫
か
ら
お
も
ち
ゃ
を
出
し

た
り
、
片
づ
け
た
り
が
大
変

で
、
毎
回
苦
労
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
毎
年
お
も
ち
ゃ
の

数
が
増
え
、
倉
庫
に
し
ま
い

き
れ
な
い
ほ
ど
に
な
っ
て
い

ま
す
。

美
浜
町
に
望
む
こ
と
は
？

１０周年記念行事「おもちゃ縁日」の様子
（8月21日）

日程：第２月曜日（但し休日は第３月曜へ）
　　　午前10時～午後2時
場所：美浜町福祉センター2階


